
 

国 語 科 学 習 指 導 案 

 

 

１ 単元（題材）名   

２ ひらがなのがくしゅう「せんのおわりのかきかた」 

 

２ 単元の目標 

○平仮名の始筆（書き始めるところ）・送筆（「まがり」「おれ・おりかえし」「むすび」）・終筆（「とめ」「はら

い」）の書き方を理解して、正しく書くことができる。                【知識及び技能】 

○文字の外形や書き順に気を付けて、正しく書くことができる。            【知識及び技能】 

○句読点、かぎなどの書き方を理解して、正しく書くことができる。          【知識及び技能】 

○「ひらがなのがくしゅう」において、始筆（書き始めるところ）・送筆（「まがり」「おれ・おりかえし」「む   

すび」）・終筆（「とめ」「はらい」）の書き方や文字の外形、書き順について考えることができる。                         

【思考力、判断力、表現力等】 

○平仮名の始筆（書き始めるところ）・送筆（「まがり」「おれ・おりかえし」「むすび」）・終筆（「とめ」「はら

い」）の書き方に気を付けることができる。               【学びに向かう力、人間性等】 

 ○今までの学習を生かして、他の文字でも字形を整えて書こうと意識することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

平仮名の始筆（書き始めるとこ

ろ）・送筆（「まがり」「おれ・おり

かえし」「むすび」）・終筆（「とめ」

「はらい」）の書き方、文字の外形、

書き順、句読点やかぎなどの書き方

を正しく理解している。 

平仮名の始筆（書き始めるとこ

ろ）・送筆（「まがり」「おれ・おり

かえし」「むすび」）・終筆（「とめ」

「はらい」）の書き方などに気を付

けて、正しく書いている。 

平仮名の始筆（書き始めるとこ

ろ）・送筆（「まがり」「おれ・おり

かえし」「むすび」）・終筆（「とめ」

「はらい」）の書き方、文字の外形、

書き順、句読点やかぎなどの書き方

について考えている。 

平仮名の始筆（書き始めるとこ

ろ）・送筆（「まがり」「おれ・おり

かえし」「むすび」）・終筆（「とめ」

「はらい」）の書き方、文字の外形、

書き順、句読点やかぎなどの書き方

に気を付けて書こうとしている。 

今までの学習を生かして、他の文

字でも字形を整えて書こうとしてい

る。 

 

 

４ 単元について 

本単元では、文字学習の始めとして、平仮名の書き方を学習する。平仮名一文字一文字の「とめ」「はね」

「はらい」「まがり」「おれ・おりかえし」「むすび」などの書き方や書き順、拗音・促音などの書き方を理

解し、語句や文の中で正しく書けるようになることをねらいとしている。 

１年生は文字学習の入門期であり、ここでの学習がその後の書写学習につながっていくように、文字の

基礎・基本を学んでいく必要がある。そこで、本単元では、整った文字を書くためのきまりを子ども自ら



が発見したり納得しながら練習したりできるように、手立てや練習方法を工夫する。その際、「とめ・は

ね・はらい」「おれ・まがり・むすび」などの書写用語も積極的に使うようにし、文字を見る目を養うとと

もに、その後の学習にもつながっていくようにしたい。 

    本学級の児童の多くは、日頃からひらがなの学習に一生懸命に取り組み、文字を書くことに対して意欲

的である。しかし、入学してから２か月しか経っていないため、整った字形で文字を書くことにおいて、

意識面・技術面ともに課題がある。そこで、課題把握の段階では、始筆・送筆・終筆部分を隠して提示し

たり、書き誤った文字と整った文字の字形を比較する活動を取り入れたりして、整った字形や書き方を意

識させたい。課題解決（練習）の段階では、水書用筆を使った練習を取り入れ、正しい終筆の仕方や感覚

を身に付けさせたい。また、書写学習全体において、お互いの書いた文字を見合う時間を確保したり、机

間指導時に、教師が取り組む姿勢や字形を称賛したりすることで、字形の整った文字が書けるようになる

達成感を高めていきたい。 

 

 

５ 単元の流れ （1０時間扱い） 

時 内容 目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

本

時 

１ 

せんの 

おわりの 

かきかた 

文字の終筆（「とめ」「は

らい」）の書き方につい

て理解し、正しく書く

ことができる。 

終筆の書き方につ

いて理解し、気を付

けて書いている。 

終筆の書き方につ

いて考えている。 

他の文字について

も、終筆の書き方を

意識して見付けよ

うとしている。 

２ 
２ 

かきじゅん 

書き順の原則（上から

下、左から右）について

理解し、正しく書くこ

とができる。 

書き順に気を付け

て正しく書いてい

る。 

正しい書き順につ

いて考えている。 

他の文字でも、書き

順の原則に気を付

けて書こうとして

いる。 

３ 

３ 

じを 

かきはじめる 

ところ 

文字の始筆（書きはじ

めるところ）の位置に

ついて理解し、正しく

書くことができる。 

文字の始筆の位置

を理解している。 

文字の始筆につい

て考えている。 

それぞれの部屋か

ら書き始める文字

を見付けて書こう

としている。 

４ 
４ 

せんの 

とちゅうの 

かきかた 

平仮名の送筆（「まが

り」「おれ・おりかえ

し」）の書き方について

理解し、正しく書くこ

とができる。 

「まがり」「おれ・

おりかえし」の書き

方について理解し、

気を付けて書いて

いる。 

「まがり」「おれ・

おりかえし」の書き

方について考えて

いる。 

他の文字でも、「ま

がり」「おれ・おり

かえし」の書き方に

気を付けて書こう

としている。 

５ 

平仮名の送筆（「むす

び」）の書き方について

理解し、正しく書くこ

とができる。 

平仮名の送筆（「む

すび」）の書き方に

ついて理解し、気を

付けて書いている。 

「むすび」の形の違

いについて考えて

いる。 

他の文字でも、「む

すび」の形の違いに

気を付けて書こう

としている。 

６ 

５ 

にている 

ひらがな 

形が似ている平仮名に

ついて、似ているとこ

ろ（「まがり」の部分）

と違うところを理解

形が似ている平仮

名について、違うと

ころを理解してい

る。 

平仮名の形の違い

に気付いている。 

形が似ている平仮

名に興味を持ち、す

すんで違いを見付

けようとしている。 



し、気を付けて書くこ

とができる。 

７ 

形が似ている平仮名に

ついて、似ているとこ

ろ（「おりかえし」の部

分など）と違うところ

を理解し、気を付けて

書くことができる。 

８ 

６ 

ますめの 

なかの 

かくところ 

拗音・促音、句読点、か

ぎ、濁音の書く位置や

大きさを理解すること

ができる。 

拗音・促音の大きさ

や書く位置を理解

している。 

音・促音、句読点、

かぎ、濁音の書く位

置や大きさについ

て考えている。 

ます目の中の書く

位置に気を付け、言

葉や文章の中で正

しく書こうとしい

ている。 

９ 
７ 

じのかたち 

それぞれの文字の、お

およその形について理

解して、正しく書くこ

とができる。 

文字の外形に気を

付けて正しく書い

ている。 

文字の外形につい

て形を表す言葉を

考えている。 

他の文字について

も、外形を意識して

書こうとしている。 

10 

８ 

ひらがなの 

ひょう 

平仮名の書き順と字形

に気を付けて、正しく

書くことができる。 

平仮名を正しい書

き順で字形を整え

て書いている。 

「とめ」「はらい」

「はね」「まがり」

「おりかえし」「む

すび」の正しい書き

方について考えて

いる。 

「ひらがなのひょ

う」を見ながら先生

や友達の名前を書

く活動に、積極的に

取り組もうとして

いる。 

 

６ 本時の指導 
（１）本時の目標 

終筆（「とめ」「はらい」）の書き方を理解し、正しく書くことができる。      【知識及び技能】 
「とめ」「はらい」の書き方について、考えることができる。     【思考力、判断力、表現力等】 

    他の文字についても、終筆（「とめ」「はらい」）の書き方を意識して分類しようとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

（２）本時の展開（１/10） 

過程 学習活動と内容 ○教師の指導、支援  ◇評価 資料等 

目
標
把
握 

１ 「く」「つ」の試し書きをする。 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

・「く」の最後は「とめ」 

・「つ」の最後は「はらい」 

 

 

 

○何も助言せずに書かせることで、基準確認後

に児童が終筆部分を意識できるようにする。 

○終筆部分に意識を向かせるために、終筆部分

が書かれていない文字を黒板に貼り、その書

き方について話し合うように声を掛ける。 

◇「とめ」「はらい」の書き方について考えてい

る。    【思考力、判断力、表現力等】 

 

ワークシート終筆部分

を隠した文字 

 

  

とめやはらいにきをつけてかこう。 



基
準
確
認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
と
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

３ 終筆の書き方を確かめる。 

 

 

・試し書きに赤鉛筆で、気を付ける

箇所に印をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 練習する。 

・水書用筆を使った練習と鉛筆を

使った練習を交互に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習のまとめをする。 

・まとめ書きをする。 

・隣同士で終筆の書き方を確かめ

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

○「とめ」「はらい」をどのように書くとよいの

か、正しい書き方について児童が発表しやす

くなるように、音で表すように助言する。 

○正しい書き方の文字を範書して、児童の指摘

があった部分を書き込んだり、「とめ」「はら

い」を表すイラストを貼ったりすることで、

基準を明確にする。 

○「とめ」「はらい」の書き方を声に出しながら

一緒に空書きしたり、教科書の太文字を指で

なぞらせたりすることで、児童が終筆部分の

書き方をイメージできるようにする。 

 

○水書用筆の扱い方の約束を確認し、練習に集

中できるようにする。 

○始めは「く」だけ、次は「つ」だけのように

１文字ずつ練習することで、「とめ」や「はら

い」の感覚とその違いをつかめるようにする。 

○水書用筆と鉛筆を交互に使いながら練習する

ことで、水書用筆での練習で体得した筆圧の

かけ方を鉛筆でも再現できるようにする。 

○文字を書く時の正しい姿勢や正しい鉛筆の持

ち方に気を付けるように声を掛け、意識化を

図る。 

○上手に書くことができている部分を称賛した

り、意識する部分を助言したりすることで、

整った文字が書けるようになる達成感を高め

る。 

 

〇試し書きと比べたり、「とめ」「はらい」につ

いて、よくできているところをお互いに伝え

合ったりするように助言することで、児童が

基準の達成度を確かめられるようにする。言

葉でうまく伝えられない場合は、よくできて

いるところを指で指したり、手で○をつくっ

たりするなどのジェスチャーでもよいことを

伝える。 

◇終筆（「とめ」「はらい」）を正しく書いている。          

【知識及び技能】 

 

 

 

「とめ」「はらい」の 

イラスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水書用筆 

水書用紙 

書き方鉛筆 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「とめ」はぴたっととまる。 

・「はらい」はすぅっとはらう。 



日
常
化 

 

６ 平仮名を分類する。 

・終筆が「とめ」「はらい」になって

いる文字を正しく分類する。 

 

 

○ギガタブで分類できるシートを事前に作って

おき、それを大型テレビに映しながら分類さ

せることで、児童が他の文字でも「とめ」「は

らい」に気を付けて書こうとする気持ちを高

められるようにする。 

◇他の文字についても、終筆（「とめ」「はらい」）

の書き方を意識して分類しようとしている。  

【学びに向かう力、人間性等】 

 

 

ギガタブ 

大型テレビ 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）机上の配置 

                     

  

 

 

 

 

 

・教科書は半分に折る。 

・水書用紙とワークシートは、練習時に使用しているも

のを机の真ん中に置く。 

・右利きの児童と左利きの児童では、教科書と水書用紙

の位置を左右反対にする。（左図は右利きの場合） 

・水書用筆は、使っていないときは筆箱に入れる。 

筆箱 

 

教科書  ワークシート  水書 

用紙 

Ｃ 

と
め
る 

は
ら
う 

か
く
の
お
わ
り 

と
め
や
は
ら
い
に
き
を
つ
け
て 

か
こ
う
。 

と
め 

ぴ
た 

は
ら
い 

 

す
う
っ 

く つ 水
書
板 


